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次 第

下川宏明教授は、1979年に九州大学医学部を卒業され、
1985年に医学博士を取得後、同年から米国Mayo Clinic（Paul 
Vanhoutte教授）に留学され血管生物学の研究を行い、1988年
から米国Iowa大学（Melvin Marcus教授）に移り冠循環の研究
をされました。1989年に九州大学に帰学され、1995年同大学医
学部助教授、1999年同大学医学研究院助教授（改組による）、
そして2005年に東北大学医学系研究科教授に就任されました。
下川教授は、虚血性心臓病・心不全・肺高血圧症等を専門と
され、日本人として初めて世界の2大学会である米国心臓協会と
ヨーロッパ心臓病学会の両方の学会賞を受賞され、両学会の学
会誌の副編集長を10年以上務められ、また、日本循環器学会の
学会誌の編集長も8年間務められるなど、わが国を代表する研究
者の一人として活躍しておられます。
下川教授の主な研究テーマは、(1)虚血性心臓病の病態生
理、(2)血管内皮機能、(3)先端医療開発、(4)循環器領域におけ
る疫学研究で、いずれも独創的な世界的な研究と評価されていま
す。(1)では、虚血性心臓病の成因として重要な冠攣縮の分子機
構が平滑筋の分子スイッチであるRho-kinaseの活性化であるこ
とを解明されました。(2)では、3種類の内皮由来弛緩因子の中で
最後までその本体が不明であった内皮由来過分極因子 (EDHF)
の本体が過酸化水素であることを同定されました。(3)では、音波
の持つ治療効果に着目され、重症狭心症に対する低出力体外
衝撃波治療を開発され、さらに低出力パルス波超音波にも同様

の血管新生作用・抗炎症作用等があることを発見され、現在、
狭心症・認知症を対象に世界初の医師主導治験を実施してお
られます。(4)では、慢性心不全患者とその予備群計1万名のコ
ホート研究(CHART-2研究)を実施されました。論文業績として、
英文原著553編、英文総説110編、英文著書31編等があり、
h-indexは98、被引用回数は33040回です(Scopus)。以上のよう
な多岐にわたる研究業績により、下川教授は、日本循環器学会
賞 (1999)、米国心臓協会学会賞 (2006)、日本医師会医学賞
(2012)、ヨーロッパ心臓病学会賞(2014)、文部科学大臣表彰
(2014, 2019)等、国内外の多数の賞を受賞されました。
下川教授は、2013年から現在まで7年間東北大学病院臨床研
究センター長を務め、国内トップの施設に育て上げられました。また、
2015年から2年間医学系研究科副研究科長、2017年から現在ま
で3年間東北大学ビッグデータメディシンセンター長、2012年から6
年間東北大学医師会長を務められ、本学の発展に貢献されました。
さらに、日本循環器学会（2016年会長）、日本心不全学会

（2012年会長）、日本心臓病学会（2014年会長）、日本性差医
学・医療学会（理事長、2013年会長）、日本NO学会（理事長、
2008年会長）、日本心脈管作動物質学会（2008年会長）、日本
肺循環学会（理事長、2012年会長）等の理事を歴任されました。
特に2016年の第80回日本循環器学会学術集会には天皇皇后
両陛下の行幸啓を賜り、東日本大震災5周年展示において東北
地方の医療関係者の災害医療活動についてご紹介されました。

昭和54年 3 月　九州大学医学部医学科卒業
昭和54年 6 月　九州大学医学部附属病院研修医
昭和59年 7 月　九州厚生年金病院医員
昭和60年 9 月　アメリカ合衆国メイヨークリニック、
　　　　　　　 Research Fellow
昭和63年 7 月　アメリカ合衆国アイオワ大学、
　　　　　　　 Research Scientist
平成元年 6 月　九州大学医学部附属病院医員
平成 2 年 1 月　飯塚病院医長
平成 3 年 9 月　九州大学医学部附属病院助手

平成 4 年 8 月　九州大学医学部附属病院講師
平成 7 年 8 月　九州大学医学部助教授
平成11年 4 月　九州大学大学院医学研究院助教授
平成17年 7 月　東北大学大学院医学系研究科教授
平成24年 4 月　東北大学医師会長（～平成31年 3 月）
平成25年 6 月　東北大学病院臨床研究推進センター長（併任）
平成27年 4 月　東北大学医学系研究科副研究科長
　　　　　　　 （～平成29年 3 月）
平成29年 4 月　東北大学ビッグメディシンセンター長（併任）
令和 2 年 3 月　退職

略 歴

講義題目

循環器内科学分野

下川  宏明  教授
しも かわ ひろ あき

私の循環器研究：
冠攣縮から音波治療開発まで

※ 当日の進行で時間が若干前後することもあります。ご了承願います。

開会のことば 石田 孝宣 教授
研究科長挨拶 医学系研究科長

16:00～16:05

閉会のことば 石田 孝宣 教授19:00～19:02

石田 孝宣 教授《 司 会 》

退職教授最終講義次第要領
令和元年度

令和2年2月7日［金］16:00～ 星陵オーディトリアム  講堂日程 場所

花束贈呈

下川 宏明 教授の紹介 医学系研究科長

最終講義／ 下川 宏明 教授　循環器内科学分野

「私の循環器研究：冠攣縮から音波治療開発まで」

16:05～16:40

花束贈呈

市江 雅芳 教授の紹介 医学系研究科長

最終講義／市江 雅芳 教授　音楽音響医学分野

「東北大学から始まった、私の波瀾万丈の30年！ 
  肉眼解剖学～北陵クリニック～運動機能再建学～音楽音響医学」

16:40～17:15

花束贈呈

井樋 慶一 教授の紹介 医学系研究科長

最終講義／井樋 慶一 教授　神経内分泌学分野

「医学部と工学部にまたがる研究・教育の二十年」

17:15～17:50

花束贈呈

丸山 良子 教授の紹介 医学系研究科長

最終講義／丸山 良子 教授　看護アセスメント学分野

「「伝える」ということ－そして明日へ－」

17:50～18:25

花束贈呈

一ノ瀬 正和 教授の紹介 医学系研究科長

最終講義／一ノ瀬 正和 教授　呼吸器内科学分野

「閉塞性肺疾患の新治療法を目指して」

18:25～19:00

5

4

3

2

1

03


	【校正4】令和1年度退職教授最終講義パンフ_200120
	【校正3】令和1年度退職教授最終講義パンフ_200117

